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4.「ゼロカーボンシティかごしま」実現に向けた口ードマップ

本市の目標達成に向けては、「エネルギー消費白の削減」「電化の促進」「エネルギーの脱炭素化」を

32)年C02排出白実質ゼロ」を見据えた上で、必要な対策を講じる必要があります。C0 排出量の
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心に、吸収源の確保やその他の温室効果ガスの削減対策も含め、目指す姿である「2050(令和

質ゼロに向けた排出削減対策の方向性を以下に示します。
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第3章 CO.排出量の将来推計と削咸目標
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